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実態調査や事例検討に類するものが多くを占めている（例えば小坂， 2004; 小坂・柏木， 
2005; 江上， 2007; 中野， 2014）。
　海外でも，Allen & Finkelstein （2014）は，仕事においても家庭においても相当のコミッ
トメントが求められる人物はフルタイム勤務で乳幼児を養育中の女性であると報告して
いる。彼女たちは，根強い育児役割への専従期待とフルタイム勤務者ならではの職場へ









































































































































































り」群では「人格的成長」の得点が高い（t（368）= 2 .03, p < .05）一方で「人生における



































の高低を調べた。その結果，「人格的成長」（F（4,365）=4.93, p < .01）ならびに「積極的
な他者関係」（F（4,365）=2.77, p < .05）において群による有意差が認められた。多重比較
の結果，「なし」群よりも「自己解決」群及び「他者援助希求」群の方が「人格的成長」
得点が有意に高いことがわかった（順にp < .05, p < .01）。また，「あきらめ・我慢」群よ
りも「他者援助希求」群の方が「積極的な他者関係」得点が有意に高いことがわかった
（p < .05）。これらの結果は図 3・図 4に示した。
図３．「解決」スタイルにおける「人格的成長」得点（範囲：8-48）の結果




















































10  江上　園子 
の罪悪感」が15. 4 %，続いて「両立におけるプレッシャー」が14. 9 %， 「時間のなさ」が
13%となっている。「子どもへの罪悪感」については，国内・海外を問わず多くの研究で
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